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概要

持続可能な社会と膜分離

研究のイメージ 教育内容

◆高い性能を有する膜素材の開発、それを大面積で欠陥の無い

薄膜に成形する技術の開発、適切な膜プロセスの設計という３つ

の要素技術に関連するテーマで教育研究を行っています。関連す

る学問分野は材料科学、物理化学、化学工学の３つです。

◆主な実験は高分子の合成、溶液の調製、製膜、後処理、ガス透

過特性の評価、機器分析、装置の設計・組立・改造、などです。

【テーマ】 1 Mixed Matrix 膜の新規作製法の開発

2 炭素膜の作製法の開発

3 炭素膜の分離特性と光触媒水素製造への応用

4 ゴム膜のガス透過特性と分子設計

◆太陽光が持続可能な社会の一次エネルギーです。水素はそ

のエネルギーを貯蔵し運搬するクリーンなエネルギー媒体です。

光触媒は太陽光から水素を製造する有望な技術の一つですが、

水素と酸素を安全に効率よく分離する技術が必要です。膜分離

はその有力な候補です。

◆化石燃料は太古の昔に長い時間かけて降り注いだ太陽光の

缶詰ですからエネルギー密度は高いけど、枯渇します。持続可

能な社会では今現在降り注いでいる太陽光を利用します。総量

は大きいけれどエネルギー密度は小さいので、エネルギー消費

量の大きな従来の化学プロセスは稼働できません。膜分離法は

原理的に省エネ技術なので代替の分離法として有望です。

◆太陽エネルギーの利用技術が完成するまでは化石燃料を併

用せざるを得ません。この時、二酸化炭素の大気放出は避けた

い。従来の技術でも二酸化炭素を捕捉することはできますが、エ

ネルギー消費量が大きい。ここにも膜分離法が期待できます。

◆地球上の生物資源は太陽光が化学エネルギーに形を変えた

ものです。膜素材を再生可能な資源から作ることができれば燃

焼によるエネルギー回収でリサイクルができます。

◆持続可能な社会の実現に必要な創エネ技術と省エネ技術に

貢献する膜分離技術の研究開発を行います。太陽光から水素を

製造するプロセスへの応用を目指した水素分離膜、温室効果ガ

スである二酸化炭素の分離回収を目的とした分離膜の開発など

を行っています。高分子材料とそれを焼成して得られる炭素材料

からなる分離膜の作製、その性能評価、膜プロセスの設計・解析

などの研究開発に取り組んでいます。材料科学、物理化学、化

学工学の３つの学問分野を基礎としています。実験、外国語文

献購読、勉強会を通じて技術者の卵を育成しています。

◆膜とはタテ横の寸法に比べると厚みが非常に小さい形に成型

した固体です。でも形態は色々です。一枚、二枚と数える膜もあ

れば一本、二本と数える膜もあります。


